Wiki(PukiWiki)を利用した、業務の効率的検討と情報共有化の試み

　　　　　　　　　　　　　　　○秋山貴子、安藤由紀子、石戸谷その、犬飼陽子、大庭朋子、
大森ひろみ、楠清美、髙木聡子、原明宏、山下裕子、大橋均

あすか薬局　　

【目的】当薬局では開局時間が長いため、スタッフが交代で勤務することも多い。その結果、スタッフ全員がそろって課題を検討する時間を確保することが難しい。個々のスタッフが空いた時間を利用して課題の整理を行っているものの、誰がどんな課題に取り組んでいるのかが十分に把握できない。提案書・企画書の作成も試みているが、作成作業に多くの時間を費やし、さらに回覧をして意見・提案を収集するのにもある程度の期間が必要である。メーリングリストの利用により情報の共有化を図っているが、メールによる情報の提供は一方通行になる恐れがあり、連絡事項等の伝達にとどまっている。そこで、業務に関する課題検討の情報共有化、および効率化・迅速化を図るためにPukiWikiの利用を試みたので、その活用と運用方法について報告する。
【方法】ホームページを運用しているレンタルサーバー内にWiki(PukiWiki)を構築して、スタッフ全員による編集を可能とした。PukiWikiは和製のWikiクローンであり、Wikiとは、Web上で誰でも編集できるという特長を持つCMS（Content Management System）：コンテンツマネジメントシステムである。活用方法としては、各スタッフが個々に取り組んでいるテーマごとにページを作成し、課題の目的や方法について明確にし、課題について他のスタッフから意見や提案を求め、それを参考に検討を進めていく。現在のPukiWikiの用途として、業務予定や勤務予定表、課題の整理(ホームページの作成、薬歴について、分割調剤について、化粧品の販売促進についてなど)、業務改善案などが挙げられる。　

【結果】課題の提案・企画に対してスタッフからの反応が早いタイミングで得られるため、課題に取り組むモチベーションが向上した(モチベーションの向上)。また、現在検討中の課題についてWeb上ですべて閲覧可能であり、進行状況の把握もできる(情報の共有化)。さらに、他のスタッフの意見を参考に、即座に内容を修正することができ、それと同時に修正された内容を閲覧できる(業務の効率化)。
【考察】PukiWikiを活用することにより、限られた時間の中で業務の効率化や情報の共有化を図ることができ、業務の活性化に有用なツールであると言える。情報を共有化することにより、スタッフ間における情報量の差が縮まり、問題意識の共有化・参画意識の向上も図ることができる。携帯電話からのアクセスも可能であり、災害時における連絡手段としても有用であるといえる。
